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１　単　　元　　体つくり運動　～多様な動きをつくる運動遊び～

２　指導計画（総時数６時間）

授業Ⅰ

１年４組　24名　指導者　　出　耒　淳一郎

体育科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。
○　様々な運動遊びをとおして，多様な動きを身に付けるために，子ども一人一人が運動の行い
　方を自分なりに考えながら運動に取り組むための手立ては有効であったか。
○　子どもが進んで学習に取り組むために，学習におけるしつけは有効であったか。
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３　本　　時 （５／６）
　⑴　目　標

　多様な動きをつくる運動遊びに熱中したり，適度にリラックスしたりしながら，基本的な動き
を体験し，体を動かす楽しさや心地よさを味わうことができるようにする。

　⑵　評価規準
　運動の行い方を考えたり，友達と協力し合ったりしながら，いろいろな運動遊びに取り組み，
体を動かす楽しさや心地よさに気付くことができるようにする。　　　　　　　　【思考・判断】

　⑶　指導に当たって
　本時の学習では，多くの体ほぐしの運動や多様な動きをつくる運動遊びを体験することで，動
きの多様性を意識しながら学習を展開していく。また，楽しみながら自分の体や心の一体感に気
付くことができるようにすることをねらいとしている。
　導入では，前時までに学習してきた運動内容について振り返るとともに，学習のねらいを確認
し，「いろいろな遊びに挑戦して，楽しく体を動かそう」という課題を提示して，めあての焦点化
を図るようにする。
　ねらいをもとにした活動では，ペアやグループでの交流をとおして，一人一人が体を動かす楽
しさや心地よさを味わい，自分の体の状態に気付いたり，体の調子を整えたりできるようにする。
また，「だるまさんがころんだ」などの遊びを基に，姿勢や早さ，方向，回数などを工夫することで，
動きを広げていくことができるようにする。さらに，子どもたちの気付きや感想を発表する場を
設定し，体を動かす楽しさや心地よさに気付くことができるようにする。

　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　［　　］子どもの意識　   指導の手立て　※評価
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